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白
鳥
時
忠
議
員

　　

昨
年
か
ら
の
一
年
間
で
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
ま
ず
住
民
の
立
場
か
ら

み
る
と
、
一
部
景
気
の
明
る
い
兆

し
が
あ
る
も
の
の
、
当
町
で
は
実

感
で
き
る
状
況
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
優
遇
税
制
の
見
直
し
や
消

費
税
引
き
上
げ
の
議
論
も
あ
り
、

な
か
な
か
未
来
に
希
望
を
持
つ
に

は
程
遠
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、

明
る
い
希
望
が
見
え
る
の
を
待
ち

望
ん
で
い
る
と
い
う
の
が
住
民
の

方
々
の
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、国
・

県
の
財
政
難
に
よ
り
今
ま
で
以
上

に
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。　

　

こ
の
予
算
の
基
と
な
る
編
成

方
針
で
は
、
町
本
来
の
役
割
を
踏

ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的

に
配
分
す
る
事
業
展
開
が
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
意
識

の
払
拭
と
、
町
が
本
来
果
た
す
べ

き
役
割
は
何
か
を
考
え
る
と
と
も

に
、
税
源
移
譲
に
よ
り
依
存
財
源

か
ら
自
主
財
源
に
な
る
こ
と
を
踏

ま
え
た
歳
入
確
保
や
、
自
主
財
源

で
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
事
業

内
容
の
点
検
な
ど
、
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
、
予
算
協
議
で
は
何
度

も
協
議
、
査
定
を
重
ね
て
こ
の
予

算
は
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

私
は
住
民
の
気
持
ち
に
呼
応
す

る
よ
う
に
、
住
民
の
負
担
を
出
来

る
限
り
な
く
す
た
め
に
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
、
現
状
の
最
小
限
の

負
担
で
済
む
よ
う
に
、
ま
た
住
民

の
安
全
や
生
活
の
維
持
に
今
行
え

る
最
大
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

と
判
断
し
、
こ
の
予
算
案
に
賛
成

い
た
し
ま
す
。

石
井
芳
清
議
員

　　

小
泉
構
造
改
革
の
進
め
る
新
自

由
主
義
、
ま
た
三
位
一
体
の
改
革
、

そ
し
て
合
併
の
嵐
な
ど
、
こ
れ
ら

は
国
民
や
自
治
体
に
塗
炭
の
苦
し

み
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
、
町
政
運
営
は
だ
れ
が
行
っ
て

も
大
変
厳
し
い
こ
と
で
は
あ
る
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
定
例
会
の
審
議
の

経
過
の
中
で
、
こ
の
予
算
が
本
当

に
地
に
足
を
着
け
て
、
ま
た
町
長

が
自
信
を
持
っ
て
提
案
し
、
執
行

し
て
い
く
部
分
が
、
残
念
な
が
ら

見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が

審
議
の
結
果
で
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
基
本
健
診
の
有
料
化
、

ま
た
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
と
は
言
い
な
が

ら
枠
配
分
方
式
、
課
の
積
み
上
げ

方
式
の
中
で
の
大
変
窮
屈
な
財
源

構
成
、
基
本
計
画
策
定
の
記
載
の

記
述
が
な
い
こ
と
は
問
題
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
財
政
を
均
等
に
縮
減

さ
せ
て
い
く
の
な
ら
ば
、
こ
れ
ま

で
御
宿
町
の
築
い
て
き
た
魅
力
、

財
産
、
先
人
の
労
力
を
無
に
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

以
上
に
よ
り
こ
の
予
算
案
に
反

対
い
た
し
ま
す
。

反対討論 賛成討論

町が本来果たすべき役割は？
三位一体の改革による影響は？

限られた財源を町づくりに活かします
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平成18年度

一般会計 27億3,100万円

 主な内容
　・町　　　税　　　9億 2,146 万円   (　   0.4%)

　・地方交付税　　　6億 6,000 万円   ( ▲  4.6%)

　・国庫支出金　　　      7,358 万円   ( ▲64.8%)

　・県支出金　　　1億 1,609 万円   ( ▲  7.0%)　

　・分担金及び負担金　 2 億 7,531 万円   ( ▲  2.5%)

　・借　入　金　　  1 億 6,090 万円   ( ▲ 72.7%)

　・そ　の　他　　　5億 2,366 万円   ( ▲ 22.6%)

◆ 歳　入

◆ 歳　出
 主な内容　
　・総務費　　5億     45 万円（▲ 8.8％）

　・民生費　　5億 6,797 万円（    1.6％）

　・衛生費　　4億 8,727 万円（▲ 4.3％）

　・農林水産費      7,857 万円（▲ 4.1％）

　・商工費　　1億   789 万円（▲10.7％）

　・土木費　　1億   880 万円（▲ 21.1％）

　・教育費　　2億 3,154 万円（▲ 74.1％）

　・公債費　　3億 8,793 万円（  　3.4％）

◆ 水道事業会計

収入総額　 2 億 4,827 万円

支出総額　 2 億 7,963 万円　

◆ 国民健康保険会計

予算総額　 9 億 3,192 万円（2.8％）

◆ 老人保健会計

予算総額　10億 4,944 万円（▲1.8％）

◆ 介護保険会計

予算総額　 5 億 2,777 万円（8.9%）

限られた財源を町づくりに活かします

当初予算を可決

　(前年度比▲21.8％ )

　※（　）内は前年度比です
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本
予
算
は
ど
の
よ
う
に

予
算
編
成
さ
れ
た
の
で

す
か
。本

年
度
の
予
算
に
つ
い

て
は
国
の
改
革
に
取
り

残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

財
政
構
造
の
質
的
転
換
と
意

識
の
改
革
の
年
度
と
位
置
づ

け
、
堅
実
な
予
算
編
成
と
し

ま
し
た
。

行
政
改
革
を
実
施
・
実

行
し
た
も
の
は
あ
り
ま

す
か
。行

政
改
革
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
特
別
職
の
給

与
や
管
理
職
手
当
の
削
減
、

調
整
手
当
の
廃
止
、
定
員
管

理
の
適
正
化
に
よ
る
人
件
費

の
削
減
、
物
件
費
の
削
減
を

図
る
と
と
も
に
、
自
主
財
源

の
確
保
対
策
と
し
て
は
、
徴

収
体
制
の
強
化
や
受
益
者
負

担
の
適
正
化
に
よ
る
各
種
検

診
の
一
部
負
担
を
行
い
ま
す
。

臨
時
職
員
の
現
状
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

現
在
臨
時
職
員
は
三
二

名
い
ま
し
て
、
六
ヵ
月

ご
と
に
引
続
き
勤
務
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
行
財
政
運
営

を
行
う
上
で
は
欠
か
せ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て

中
学
校
体
育
館
の
建
設
費

用
に
ミ
ニ
公
募
債
は
活
用

で
き
ま
す
か
。

中
学
校
建
設
事
業
に
ミ

ニ
公
募
債
を
充
当
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
と
し

て
五
年
満
期
一
括
償
還
で
、
利

払
い
は
年
二
回
と
短
期
的
で
あ

り
、
公
的
資
金
の
よ
う
に
財

政
負
担
の
平
準
化
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
資
金
管
理
も

銀
行
な
ど
に
業
務
委
託
す
る

た
め
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
。

　

中
学
校
建
設
事
業
に
は
補

助
金
も
見
込
め
る
た
め
、
そ

れ
以
外
の
額
に
つ
い
て
は
公

的
資
金
の
導
入
に
よ
り
十
九

年
度
に
体
育
館
の
建
築
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

基
本
健
康
診
査
等
に
か

か
わ
る
費
用
を
徴
収
す

る
に
至
っ
た
理
由
並
び
に
事

業
計
画
に
つ
い
て
説
明
願
い

ま
す
。行

革
大
綱
実
施
計
画
の

中
で
、
平
成
十
七
年
度

に
検
討
、
十
八
年
度
で
実
施

す
る
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
あ

り
ま
す
。
費
用
内
容
は
、
基

本
健
康
診
査
は
一
人
千
円
、

大
腸
ガ
ン
検
診
は
五
百
円

で
、
そ
れ
以
外
の
ガ
ン
検
診

は
千
円
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
が
、
国
保
で
実
施
し
て
い

る
人
間
ド
ッ
グ
の
負
担
率
が

約
三
割
な
の
で
、
そ
れ
を
基

準
に
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
や

三
位
一
体
改
革
が
進
む
中
、

補
助
金
も
削
減
に
な
り
、
交

付
税
も
縮
減
さ
れ
る
中
で
事

業
を
継
続
す
る
た
め
に
は
一

定
の
財
源
が
必
要
な
た
め
徴

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

歳
出
に
つ
い
て

広
域
消
防
に
お
け
る
高

規
格
救
急
車
は
い
つ
配

備
さ
れ
ま
す
か
。
ま
た
ど
う

い
う
機
材
が
搭
載
さ
れ
て
い

ま
す
か
。
救
急
救
命
士
は
分
署

に
何
名
配
属
さ
れ
て
、
ど
の
よ

う
な
処
置
を
す
る
の
で
す
か
。

今
年
三
月
一
日
か
ら
稼

動
し
て
お
り
、
気
道
の

確
保
機
器
や
静
脈
路
の
確
保

機
器
、
さ
ら
に
は
特
定
の
医

療
機
関
に
心
電
図
を
伝
送
す

る
装
置
な
ど
が
積
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

救
急
救
命
士
は
御
宿
分
署

に
は
二
名
配
属
さ
れ
ま
す
。

　

処
置
内
容
は
、
心
拍
停
止

状
態
の
傷
病
者
に
特
定
の
器

具
を
用
い
て
の
気
道
確
保
や

乳
酸
リ
ン
ゲ
ル
液
を
用
い
た

静
脈
路
の
確
保
な
ど
を
行
え

ま
す
。

障
害
者
計
画
策
定
委
託

費
と
は
ど
う
い
っ
た
も

の
で
す
か
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の

制
定
に
伴
い
、
十
八
年

度
に
障
害
者
福
祉
計
画
を
策

定
し
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
計
画
的
な
整
備
を
行

い
ま
す
が
、
計
画
を
策
定
す

る
際
の
委
託
費
で
す
。

今
後
国
吉
病
院
に
対
し

て
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
で
す
か
。

国
吉
病
院
に
つ
い
て

は
、
町
総
合
計
画
の
中

で
地
域
医
療
の
か
な
め
と
位

置
づ
け
、
連
携
を
図
り
な
が

ら
医
療
受
診
体
制
を
図
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
は

利
用
率
に
合
っ
た
負
担
率
の

引
き
下
げ
の
実
施
や
利
用
率

の
向
上
対
策
、
医
師
確
保
対

策
な
ど
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
収
集
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

平
成
十
七
年
度
に
実
施

し
た
際
は
、
キ
ロ
九
〇

円
の
料
金
を
徴
収
し
た
こ
と

に
よ
り
、
短
期
間
で
の
事
務

が
煩
雑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
今
年
度
五
月
か
ら
三

月
の
夏
季
を
除
い
た
九
カ
月

QAQAQA

QAQA

Q

A

QAQAQA

▲
御
宿
分
署
に
配
備
さ
れ

　

た
高
規
格
救
急
車

おもな質疑応答
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間
で
予
約
制
に
し
て
、
一
定

の
量
に
達
し
た
段
階
で
、
直

接
申
込
者
に
連
絡
し
、
こ
ち

ら
か
ら
取
り
に
行
く
形
に
し

ま
す
。じ

ん
芥
処
理
費
が
減
額

さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の

理
由
を
伺
い
ま
す
。

大
き
な
要
因
と
し
て

は
、
委
託
料
に
お
い
て
、

業
者
や
委
託
方
法
の
見
直
し

を
さ
ら
に
行
う
と
と
も
に
、

粗
大
ご
み
収
集
方
法
を
変
え

る
こ
と
に
伴
い
、
職
員
で
対
応

で
き
る
部
分
が
あ
る
た
め
減

額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
施
設

補
修
工
事
に
つ
い
て
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
の
部
品
の
取
り
替

え
、
炉
体
、
空
気
用
熱

機
耐
火
物
、
ガ
ス
冷
却
室
の

補
修
等
で
す
。

町
営
住
宅
に
お
け
る
住

宅
工
事
費
に
つ
い
て
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
の
便
槽
の
ふ
た
修

理
、
屋
根
防
水
工
事
、

火
災
報
知
器
の
設
置
を
行
い

ま
す
。河

川
整
備
工
事
に
つ
い

て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

裾
無
川
の
工
事
は
継

続
的
に
行
っ
て
い
ま
す

が
、
十
八
年
度
は
河
床
整
備

を
二
十
メ
ー
ト
ル
行
い
ま

す
。
久
兵
ヱ
川
は
台
風
が
く

る
と
道
路
裏
の
管
が
詰
ま
っ

て
し
ま
う
た
め
、
砂
を
撤
去

す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

小
学
校
統
合
に
伴
う
予

算
措
置
は
さ
れ
て
い
ま

す
か
。御

宿
小
学
校
で
共
に
学

ぶ
た
め
の
修
繕
料
と
岩

和
田
小
学
校
の
記
念
誌
発
行

費
や
お
別
れ
会
に
要
す
る
費

用
、
岩
和
田
小
学
校
か
ら
御

宿
小
学
校
に
必
要
な
物
を
移

転
す
る
費
用
な
ど
を
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
体
育
館
の
設
計

委
託
費
に
つ
い
て
説
明

願
い
ま
す
。

既
に
基
本
設
計
は
で
き

て
い
ま
す
が
、
規
模
等

を
含
め
、
教
育
施
設
建
設
委

員
会
等
で
再
度
協
議
、
検
討

し
、
そ
の
後
に
実
施
設
計
業

務
に
入
る
予
定
で
す
。

文
化
財
保
護
に
お
け
る

印
刷
製
本
費
用
に
つ
い

て
説
明
願
い
ま
す
。

十
年
か
け
て
町
の
仏
像

を
調
査
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
冊
子
に
す
る
費

用
で
す
。
ま
た
、
文
化
財
指

定
を
し
た
岩
瀬
禎
之
氏
の
海

女
の
ネ
ガ
を
写
真
に
し
て
資

料
館
等
で
展
示
す
る
た
め
、

ネ
ガ
の
焼
き
付
け
費
用
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
お
け
る
牛

乳
紙
容
器
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
委
託
に
つ
い
て
説
明
願

い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
に
県
生

活
環
境
部
か
ら
学
校
給

食
用
牛
乳
の
空
容
器
は
各
学

校
で
処
分
す
る
旨
の
通
知
が

あ
り
、
今
ま
で
は
牛
乳
提
供

業
者
が
回
収
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
た
も
の
を
、
十
八

年
度
か
ら
一
本
当
た
り
五
十

銭
で
回
収
し
て
も
ら
う
た
め

の
委
託
費
で
す
。　
　
　
　

昔
使
っ
て
い
た
繰
り
返

し
使
え
る
牛
乳
瓶
は
利

用
で
き
な
い
で
す
か
。

牛
乳
瓶
に
し
た
場
合
の

牛
乳
の
提
供
金
額
が
一

本
当
た
り
五
円
紙
パ
ッ
ク
よ

り
高
く
な
る
こ
と
や
、
児
童

が
搬
送
す
る
の
に
か
な
り
重

く
な
る
の
で
、
今
回
は
瓶
に

移
行
し
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
民
館
の
各
種
教
室
講

師
謝
金
の
ほ
か
に
講
師

派
遣
委
託
が
あ
る
が
ど
う

い
っ
た
内
容
で
す
か
。

講
師
派
遣
委
託
は
パ
ソ

コ
ン
教
室
の
開
催
を
委

託
契
約
し
て
お
り
、
そ
の
他

の
各
種
教
室
は
講
師
謝
金
と

し
て
一
日
分
を
報
償
と
し
て

お
支
払
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
内
の
図
書
館
の
資

料
に
つ
い
て
ど
う
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

現
在
の
状
況
は
年
度
末

の
た
め
資
料
等
が
床
の

上
に
山
積
し
て
い
る
状
況
で

す
が
、
要
る
も
の
要
ら
な
い

も
の
の
処
理
、
処
分
を
行
い

ま
す
。

QAQA

QAQAQ

AQQ AAQ

AQ

Q Q

A

AA

岩瀬禎之氏

一般会計における
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一 段 と 加 速

・平成19年の議員選挙から議員定数を２名減らします
町財政の状況を直視して少数精鋭での議会運営を決意し、議員自らの提案により、

現在の議員定数 14名を、次の選挙から 12名にすることとしました。

・町長など特別職の給料や職員などの手当削減等により
2,255万円の効果
現在特別職は給与を 10％削減していますが、さらに 20％削減し約 870 万円、職員

の管理職手当も３％削減し、約 290 万円予算減となり、減額期間についても平成

20年３月 31日まで延長します。また、職員の勤務成績を昇給に適切に反映させる

ため、現行の俸給をさらに細分化するとともに職員の給料表の水準を 4.8％引き下

げ、調整手当も削減することにより、1,095 万円、合計 2,255 万円の予算減となり

ます。

・今後収入役は置きません
今回条例で定めることにより、収入役を置かないこととし、町長が兼務することが

できるようになります。また、これにより人件費は約 1,300 万円削減されます。

・町防犯まちづくり条例を制定します
日常生活を営む地域社会において、さまざまな犯罪が多発しており、これらの対策

が求められていますが、犯罪を未然に防ぐための環境を目指し、町・町民・事業者

及び自治会が一体となって安全で安心して暮らせる町を実現するための条例を制定

しました。

・御宿海岸の町営駐車場について条例で定めます
違法駐車や交通渋滞といった交通安全対策のために、海岸等に設置されている町営

駐車場について、条例で定めました。

・役場の課名と配置が変わります
行政改革の一環として、効率的でかつ住民にわかりやすい業務配分を基本とした課

名や、その配置など組織の見直しを行いました。
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行 政 改 革

　平成18年３月６日から16日まで11日間の日程により、３

月招集第１回定例会が開催され、34議案が可決承認されました。

議
会
議
員
の
費
用
弁
償
を
削
減
し
ま
す　

　

議
会
の
招
集
や
常
任
委
員
会
に
出
席
し
た
と
き
に
支
払
わ

れ
る
費
用
弁
償
の
支
給
を
廃
止
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
全
体
で
一
七
万
円
減
額
に
な
り
ま
す
。

区
役
員
の
月
額
報
酬
を
減
額
し
ま
す

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
区
長
会
に
お
い
て
、
協
議
検
討

し
た
結
果
、
区
長
の
報
酬
を
二
〇
％
、
区
長
代
理
・
土
木
委
員
・

衛
生
委
員
に
つ
い
て
は
一
〇
％
削
減
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
全
体
で
約
一
一
七
万
円
減
額
に
な
り
ま
す
。 住民の立場に立った接客につとめています

そ
の
他
の
条
例
の
改
正

町
在
宅
高
齢
者
生
活
管
理
指
導
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
条
例
を
改
正

　

介
護
保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
地

域
支
援
事
業
を
実
施
す
る
際
、
在
宅
高
齢
者
生
活
管
理
指
導
事

業
と
重
複
す
る
た
め
、
地
域
支
援
事
業
の
対
象
者
を
除
く
も
の

で
す
。

町
重
度
心
身
障
害
者（
児
）医
療
費
等
の

　
　
　
　
　
　
　

助
成
に
関
す
る
条
例
を
改
正

　

こ
の
制
度
は
、
重
度
心
身
障
害
者
、
児
童
ま
た
は
そ
の
保
護

者
に
対
し
て
、
医
療
費
等
を
支
給
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
住
所
地
で
認
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
援
護
の
実
施
町
で
認
定
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

町
介
護
保
険
条
例
を
改
正

　

平
成
十
二
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
介
護
保
険
事
業
で
す
が
、

国
の
大
規
模
な
制
度
改
正
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
を
考
慮

し
、
第
三
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
た
結
果
、
所
得
段

階
を
見
直
し
、
保
険
料
率
も
十
三.

七
％
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

町
土
地
開
発
基
金
条
例
を
改
正

　

土
地
開
発
基
金
は
、
公
共
用
地
を
先
行
取
得
す
る
こ
と
に
よ

り
円
滑
な
事
業
執
行
を
図
る
た
め
の
基
金
で
、
今
後
大
き
な
公

共
用
地
を
取
得
す
る
事
業
が
見
込
ま
れ
な
い
た
め
、
基
金
額
を

三
、五
〇
〇
万
円
か
ら
二
、五
〇
〇
万
円
に
減
額
し
ま
し
た
。　

　

そ
の
ほ
か
、
課
の
設
置
変
更
に
伴
い
、
町
議
会
委
員
会
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。
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人　

事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

水
上　

一
夫
氏
（
六
軒
町
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

専

決

処

分

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

　

御
宿
中
学
校
の
旧
校
舎
解
体
工
事
前
に
、
特
別
教
室
棟
の
廊
下

天
井
に
使
用
さ
れ
て
い
た
石
綿
の
除
去
を
行
う
た
め
、
五
五
〇
万

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
は
三
七
億
九
五
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
千
葉
県
自
治
セ
ン
タ
ー
の
解
散
、
そ
れ
に
伴
う
財

産
処
分
に
関
す
る
協
議
や
、
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
と
千
葉
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
お
い
て
、
南
房
総
市
な
ど
の
誕
生
に
よ

り
、
組
織
し
て
い
る
団
体
が
減
少
し
た
た
め
の
規
約
改
正
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

補

正

予

算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

医
療
費
の
伸
び
に
伴
う
保
険
給
付
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り

二
、
二
五
四
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
九
億
九
、
〇

九
六
万
円
と
し
ま
し
た
。

  

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

　

医
療
給
付
費
の
大
幅
な
伸
び
に
よ
り
、
一
億
一
、七
七
〇
万
円
を

増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
一
一
億
九
、二
〇
二
万
円
と
し
ま

し
た
。

  

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

　

歳
入
は
国
・
県
等
の
負
担
金
の
増
額
に
伴
い
、
基
金
繰
入
金
が

減
額
と
な
り
、
歳
出
で
は
人
件
費
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
九
四
万

円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
五
億
七
一
六
万
円
と
し
ま

し
た
。

 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
七
号
）

　

六
一
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
三
七
億
一
五
六
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
内
容
と
し
て
は
、
歳
入
は
観
光
施
設
関
係
の
使
用
料

や
、
道
路
改
良
事
業
の
変
更
に
よ
る
町
債
の
借
入
額
の
減
額
等
と
、

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
費
の
借
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
増

額
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
の
減
額
と
民
生
費
の
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
の
精
算
、
土
木
費
の
県
事
業
負
担
金
に
よ
る
増
額
、
教

育
費
に
お
け
る
減
額
等
を
行
い
ま
し
た
。
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款 事  業  名 事業費 説     明 款 事  業  名 事業費 説     明

総 

務 

費

コミュニティ施設助成金 10,300 七本集会所建設助成金
農

林

水

産

業

費

中山間地域直接支払交付金 1,337

実谷上、実谷下、小幡水田管

理組合への補助交付金。

国 1/2、県 1/4 補助。

自主防災組織育成事業 650
資機材交付及び発足年度活動補

助。御宿台区発足予定。
イノシシ被害防止対策事業 1,775

電気柵の設置に対し補助。

県 2/3 補助。個人負担 15％。

千葉県議会議員選挙 872
千葉県議会議員選挙執行経費。

平成 19年４月執行予定。
有害鳥獣駆除対策事業 374

イノシシ捕獲用ひもわなの追

加購入、15頭の処理委託等。

農業委員会委員選挙 727 平成 19年３月執行予定。 特定農地貸付事業 160 休耕農地の借受及び貸付。

民

生

費

障害者福祉計画策定 1,200
障害者福祉計画の策定。

（Ｈ 18～Ｈ 20年度）
漁港整備事業 30,038

平成 16 ～ 20 年度計画。18年

度は埋立申請に係る図書作成委

託、港内浚渫工事及び事務費。

在宅介護支援センター業務委託 12,045 24 時間福祉相談他。

商

工

費

観光企画作成委託 7,680
イベント開催や観光キャンペ

ーン実施等企画作成。

出産育児祝金給付 3,300 第３子に対し 30万円給付。　 海水浴場監視業務委託 12,870 海水浴場監視業務委託。

児童手当支給事業 34,375

支給対象を小学校６年生まで拡

大（Ｈ 18～）、国庫負担率の改

正（2/3 ⇒ 1/3、一般財源化）。

観光協会補助 4,000 観光振興施策実施に係る補助。

衛

生

費

国保国吉病院負担金 21,311 人口割等による運営費負担金。 プール施設監視・清掃業務委託 5,460 プール施設監視・清掃業務委託

老人保健事業 17,343
基本健康診査、胃がん・肺がん等

健康診査他。受診者負担金を徴収。

消
防
費
広域常備消防負担金 165,899 経常経費、公債費等負担金。

生ごみ減量化補助 225 生ごみ処理機やコンポスト購入補助。

教

育

費

耐震調査委託 3,000 御宿小学校耐震調査委託
環境衛生組合運営費負担金 27,579 し尿処理関係運営費負担金。

土

木

費

道路新設改良事業 10,475
0105 号線（役場下）等道路改良、

排水整備等。
小学校統合準備 4,270 校舎修繕、記念誌、移転作業等。

町道 0106 号線道路改良事業 30,913

幅員拡大等道路改良工事、設計

委託等。県道勝浦布施大原線バ

イパス道の取付道路。

中学校屋内運動場実施設計委

託
15,000 屋内運動場実施設計委託。

町営住宅補修工事 1,948
矢田団地屋根防水、岩和田団地

火災報知器設置等。
校舎外構工事 28,540

自転車置場、校門、舗装等。

Ｈ 17・ 18 債務負担行為。

番　号 工　　事　　名 地　区 内　　容　　等

① 　０１０６号線道路改良工事 実　谷 　道路改良工事

② 　０１０５号線道路改良工事 久　保 　道路改良工事

③ 　３０３６号線道路改良工事 久　保 　排水路整備

④ 　１０５６号線道路改良工事 岩和田 　道路排水整備

⑤ 　矢田団地屋根防水工事 久　保 　町営住宅補修工事

⑥ 　岩和田団地火災報知器設置工事 岩和田 　町営住宅補修工事

平成１８年度に行われる工事箇所一覧

平成１８年度一般会計における主な事業
（単位：千円）
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井
上
町
長
は
唐
突
に
持
ち
上

が
っ
た
、
あ
る
面
拙
速
と
も

思
え
る
合
併
を
見
送
り
、
当
面
は

単
独
で
の
町
政
運
営
の
町
づ
く
り

を
表
明
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
は
今
秋
十
月
を
目
安
に

新
た
な
合
併
の
組
み
合
わ
せ
モ
デ

ル
を
組
み
込
ん
だ
「
市
町
村
合
併

推
進
構
想
」
を
策
定
し
、
各
自
治

体
に
示
す
予
定
で
、
こ
れ
に
基
づ

き
県
の
構
想
に
沿
っ
た
形
で
の
指

導
が
、
か
な
り
強
ま
る
の
で
は
な

い
の
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
県
で
構
想
を

策
定
す
る
た
め
の
調
査
が
行
わ
れ
、

町
は
「
二
〇
一
〇
年
三
月
の
合
併

新
法
期
限
内
で
の
合
併
を
目
指
す
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
の
根
拠

は
ど
う
い
う
こ
と
か
伺
い
ま
す
。

町
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
対

し
て
自
助
努
力
し
て
い
ま
す

が
、
医
療
や
介
護
、
社
会
保
険
に

係
る
経
費
な
ど
義
務
的
経
費
の
伸

び
が
今
後
予
想
さ
れ
る
反
面
、
経

費
節
減
に
も
限
界
が
あ
り
、
近
い

将
来
、
合
併
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
の
行
政
運
営
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、

合
併
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
各
種

の
支
援
制
度
を
受
け
ら
れ
る
法
定

期
限
内
の
合
併
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
の
観
点
か
ら
回
答
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
に
基
礎
的
自
治
体
の

規
模
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
合
併

は
長
期
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
五
万
人

未
満
の
市
も
視
野
に
入
れ
て
勧
告

も
あ
り
得
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
当
町
は
行
政
改
革
を
推
し

進
め
な
が
ら
、
合
併
を
検
討
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
一
部
事
務
組
合
の

運
営
も
含
め
、
効
果
を
最
大
限
に

生
か
す
た
め
に
は
、
最
低
で
も
旧

一
市
五
町
規
模
で
の
合

併
協
議
が
好
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
い

す
み
市
誕
生
後
間
が
な

い
た
め
、
近
隣
市
町
と

の
状
況
や
県
の
構
想
を

注
視
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

最
低
旧
一
市
五
町
を
目
指
す

と
言
わ
れ
た
が
、
こ
う
い
う

時
期
は
過
ぎ
た
の
で
は
な
い
で
す

か
。
さ
ら
に
今
秋
に
県
の
指
示
に

す
べ
て
従
う
と
い
う
よ
う
に
と
れ

る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
主
体
性
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う

す
る
と
二
〇
一
〇
年
三
月
前
に
合

併
を
目
指
す
と
い
う
の
は
あ
く
ま

で
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
た
め
の
答
弁
に

な
っ
て
し
ま
う
が
ど
う
で
す
か
。

そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
中
学
校
の
完
全
整
備

や
御
小
と
岩
小
と
の
統
合
問
題
を

当
面
の
緊
急
課
題
と
し
て
、
行
政

改
革
に
取
り
組
み
、
そ
れ
が
済
ん

で
か
ら
合
併
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
。

QA

QA
千葉県の市町村

平成 15年４．１現在

80 市町村
（33市 42町５村）

↓

平成 18年３.27 現在

56 市町村
（36市 17町３村）

合併問題合併問題

輝きに満ちた活力ある町づくりに向け輝きに満ちた活力ある町づくりに向け輝きに満ちた活力ある町づくりに向け

県
の
合
併
に
対
す
る
調
査
に
町
は
ど
う
答
え
た
の
で
す
か　
　

 

浅
野

 

玄
航 

議
員

二
〇
一
〇
年
三
月
の
合
併
新
法
期
限
内
に
合
併
を
目
指
し
ま
す　

町
長　

総
務
課
長

一般質問

６名の議員が
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町
長
が
小
学
校
統
合

問
題
に
関
し
て
、
平
成

十
九
年
度
に
前
倒
し
を
す
る

と
い
う
決
断
を
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
統
合
に
よ
っ
て

児
童
に
支
障
が
出
た
り
、
地

域
住
民
に
心
配
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
小
学
校
の
統
合

問
題
に
関
し
て
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

岩
和
田
地
区
の
区
長

と
話
し
合
い
を
し
た
中

で
、
こ
の
四
月
に
区
の
新
役

員
が
決
ま
る
の
で
、
そ
の
後

に
役
員
会
へ
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
話
し
合
い
を
す
る

予
定
で
す
。

統
合
ま
で
の
予
定
を
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

岩
和
田
小
学
校
は
歴
史

的
に
伝
統
の
あ
る
学
校

で
あ
り
、
地
域
の
方
に
は
い

ろ
い
ろ
な
面
で
ご
協
力
、
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
統
合
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
区
役
員
の
方
々
に
説
明
を

し
て
、
そ
の
後
岩
和
田
小
学

校
の
保
護
者
、
地
区
住
民
に

説
明
会
を
開
催
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
上
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
六
月
議
会
に
小
中
学

校
の
設
置
条
例
の
一
部
改
正

を
上
程
し
、
そ
の
後
、
十
月

ま
で
に
岩
和
田
小
学
校
を
廃

止
す
る
届
を
県
へ
提
出
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
児
童
に
対
し

て
は
、
両
小
学
校
の
交
流
学

習
を
今
年
度
は
増
や
し
な
が

ら
、
そ
の
中
で
徒
歩
で
の
通

学
路
の
確
認
や
、
安
全
面

の
確
認
を
指
導
し
て
い
き
ま

す
。

御
宿
小
学
校
の
教
室
等

は
現
状
の
施
設
で
対
応

で
き
ま
す
か
。

平
成
十
八
年
度
で
は
、

御
宿
小
が
九
ク
ラ
ス
、

岩
和
田
小
が
五
ク
ラ
ス
で

統
合
し
た
と
き
に
は
十
か
ら

十
二
ク
ラ
ス
と
予
想
し
て
お

り
、
十
分
対
応
で
き
ま
す
。

岩
和
田
小
学
校
の
跡
地
利

用
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

岩
和
田
地
区
の
方
々
に

と
っ
て
は
大
変
重
要
な

こ
と
で
す
が
、
現
在
岩
和

田
小
学
校
体
育
館
は
災
害
時

の
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
体
育

館
や
グ
ラ
ン
ド
等
を
利
用
し

て
い
ま
す
の
で
、
当
分
の
間

地
域
等
で
の
利
用
が
で
き
る

体
制
を
と
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
案
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

町
の
三
ヵ
年
実
施
計
画

が
十
八
年
度
で
終
了
し

ま
す
。
こ
の
二
年
間
で
計
画

の
何
％
を
実
施
し
た
の
か
。

教
育
関
係
か
ら
伺
い
ま
す
。

社
会
教
育
関
係
は
、
平

成
十
七
年
度
に
城
西
国

際
大
学
の
協
力
に
よ
る
成
人

を
対
象
と
し
た
教
養
講
座
の

開
設
と
、
子
供
を
対
象
と
し

た
わ
い
わ
い
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
耐
震
調
査
は

当
初
十
七
年
度
に
実
施
予
定

で
し
た
が
、
十
八
年
度
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。　
　
　

農
林
水
産
課
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

農
林
業
の
部
分
に
お
い

て
中
山
間
事
業
は
地
元

の
体
制
の
確
立
と
営
農
計
画

が
少
し
時
間
が
か
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
都
度
見
直

し
は
し
て
い
ま
す
が
、
当
初

予
算
を
幾
分
か
減
額
し
ま
し

た
。
あ
と
の
農
林
業
や
水
産

業
は
ほ
ぼ
計
画
通
り
達
成
し

ま
し
た
。

商
工
観
光
に
お
い
て
、

御
宿
の
産
業
は
、
観
光

産
業
が
中
心
と
し
た
動
き
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
が
ど
う
で
す
か
。

観
光
イ
ベ
ン
ト
等
は

十
七
年
度
ま
で
は
お
お

む
ね
達
成
は
し
て
い
る
も

の
の
、
財
源
的
、
費
用
対

効
果
な
ど
を
考
慮
し
た
場
合

に
必
ず
し
も
大
き
く
は
出
来

な
か
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。

　

施
設
は
プ
ー
ル
の
修
繕
が

あ
る
程
度
改
修
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
大
規
模
改
修
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
記
念
館
の

改
修
は
ほ
ぼ
済
み
ま
し
た
。

海
水
浴
場
の
監
視
・
管
理
関

係
は
全
額
町
が
支
出
す
る
よ

う
な
形
に
な
り
ま
し
た
が
、

支
障
な
く
行
っ
て
き
ま
し

た
。
商
工
業
関
係
で
は
、
街

路
灯
の
全
面
改
修
も
お
お
む

ね
達
成
で
き
ま
し
た
。

生
活
環
境
に
つ
い
て
環

境
整
備
課
に
伺
い
ま
す
。

環
境
美
化
整
備
事
業
、

水
質
保
全
対
策
事
業
及

び
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

も
ほ
ぼ
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
や
資
源

ご
み
に
つ
い
て
再
度
見
直
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
岩

和
田
保
育
所
の
整
備
は

完
了
し
た
の
で
す
か
。

岩
和
田
保
育
所
の
南
側

を
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
県
の
補
助
金
が
廃
止
さ

れ
た
関
係
に
よ
り
、
実
施
を

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
整
備
を
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
園
児
に
は

支
障
は
あ
り
ま
す
か
。

現
在
こ
の
整
備
を
行
わ

な
く
て
も
園
児
に
は
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

QAQA

QA

QA

QA

QA QA

QAQAQA

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
支
障
の
無
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す

地
元
の
方
々
と
連
携
を
と
り
交
流
学
習
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す

町の３ヵ年実施計画の達成率は
どうなっていますか　　　　  　貝塚  嘉　 議員

おおむね達成しています
　教育課長　　　農林水産課長
　商工観光課長　環境整備課長
　住民課長

白
鳥  

時
忠 

議
員

教 

育 

課 

長

学校統合学校統合

実
施
計
画

実
施
計
画



おんじゅく議会だより

12

おんじゅく議会だより

13

今
農
業
分
野
で
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
中

山
間
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
内
容
、
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ

さ
い
。

平
成
九
年
に
実
施
し
た

農
業
振
興
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
対
象
各
地
区
の
区
役

員
や
住
民
に
説
明
会
を
開

催
す
る
な
ど
推
進
体
制
を
整

え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業

を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
事

業
参
加
者
の
同
意
率
の
向
上

と
、
理
解
と
関
心
が
な
く
て

は
実
施
不
可
能
で
あ
り
、
二

回
全
体
集
会
を
開
催
し
た
結

果
、
九
五
％
を
超
え
る
同
意

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

組
織
体
制
も
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
営
農
委
員
会
や

評
価
委
員
会
な
ど
各
委
員
も

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
国
庫
補
助
事
業

で
あ
り
、
国
五
五
％
、
県
三

〇
％
の
補
助
と
町
及
び
受
益

者
あ
わ
せ
て
十
五
％
の
負
担

に
よ
り
実
施
し
ま
す
が
、
事

業
内
容
は
農
地
の
基
盤
整

備
、
土
地
改
良
、
農
道
、
市

民
農
園
、
体
験
農
園
な
ど
の

交
流
施
設
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ

と
い
っ
た
生
態
系
の
保
全
施

設
な
ど
の
施
設
整
備
が
可
能

で
す
。町

の
営
農
計
画
の
方
針

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

当
事
業
は
工
事
費
等
投

資
額
に
応
じ
た
経
済
効

果
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
作
物
生
産
効
果
や
基
盤

整
備
に
よ
る
経
費
節
減
効
果

な
ど
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、

こ
の
営
農
計
画
を
し
っ
か
り

作
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
課

題
解
決
へ
の
道
で
あ
り
、
活

性
化
へ
と
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
場
産
業
の
育
成
に
つ

い
て
考
え
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

農
村
振
興
計
画
は
町
振

興
の
核
を
農
業
・
農
村

に
求
め
て
お
り
、
他
産
業
へ

の
波
及
と
、
町
全
体
の
活
性

化
を
追
求
す
る
も
の
で
、
例

と
し
て
ヤ
ー
コ
ン
の
生
産
振

興
、
販
路
や
事
業
の
拡
大
を

行
い
、
観
光
振
興
資
源
と
う

ま
く
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　

営
農
計
画
と
は
・
・

　

農
作
物
の
作
付
け
か
ら

販
売
ま
で
の
事
項
を
明
確

に
し
、
計
画
的
に
生
産
さ

せ
る
た
め
の
計
画
。

国
吉
病
院
の
建
設
計
画

が
始
ま
っ
て
七
年
が
経

過
し
、
当
時
と
状
況
が
変
化

し
て
い
ま
す
が
、
病
院
を
建

設
し
た
場
合
、
町
の
財
政
は

耐
え
ら
れ
ま
す
か
。

国
吉
病
院
組
合
か
ら
提

示
さ
れ
て
い
る
推
計
で

は
負
担
額
は
平
成
二
四
年
度

が
ピ
ー
ク
で
、
約
三
、
七
〇

〇
万
円
で
す
。
ま
た
、
町

の
公
債
費
の
ピ
ー
ク
が
二
三

年
度
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政

運
営
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
病
院
に
は
さ
ら
な
る

経
営
改
革
を
求
め
る
と
と
も

に
、
町
の
財
政
運
営
も
住
民

に
理
解
を
得
ら
れ
る
運
営
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
は
国
吉
病
院
に
十
九

年
間
で
三
億
六
、八
七
五

万
円
負
担
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
負
担
す
る
意
義

は
あ
る
の
で
す
か
。

町
が
過
去
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
地
域
医
療
の
充
実
へ
の

要
望
が
高
く
、
ま
た
交
通
の

ア
ク
セ
ス
が
悪
い
た
め
、
利

用
し
た
く
と
も
利
用
で
き

な
い
方
も
多
く
、
交
通
の
ア

ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
れ
ば
利

用
率
も
増
加
し
、
負
担
に
見

合
っ
た
利
用
率
が
確
保
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

病
院
経
営
に
重
要
な
点

と
し
て
医
師
の
確
保
の

問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
国

吉
病
院
は
ど
う
で
す
か
。

厚
生
科
学
研
究
所
の

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
年
間

七
千
人
の
新
規
医
師
免
許
取

得
者
が
誕
生
し
て
お
り
、
リ

タ
イ
ア
す
る
医
師
は
二
千
人

で
、
差
し
引
き
年
間
五
千
人

の
医
師
が
全
国
的
に
増
加
す

る
状
況
で
、
全
国
的
に
は
医

師
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
都
市
部
へ
一
極
集
中

し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、

勤
務
医
は
労
働
時
間
が
長
く
、

激
務
の
た
め
、
個
人
開
業
医

が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
、

地
方
の
公
営
病
院
は
勤
務
医

Q

A

の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

国
吉
病
院
管
理
者
に
は
医

師
確
保
対
策
は
何
よ
り
も
重

要
で
あ
り
、
早
急
な
対
策
を

講
じ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た

が
、
管
理
者
は
そ
の
状
況
を

認
識
し
て
お
り
、
改
善
で
き

る
と
い
う
回
答
で
し
た
。

国
吉
病
院
の
利
用
者
が

近
年
減
少
傾
向
の
中
、

利
用
率
の
向
上
対
策
は
あ
り

ま
す
か
。

町
か
ら
要
望
書
、
そ
し

て
議
会
か
ら
意
見
書
を

管
理
者
へ
提
出
し
た
際
、シ
ャ

ト
ル
バ
ス
等
の
交
通
ア
ク
セ

ス
の
改
善
を
求
め
、
検
討
す

る
旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

今
後
建
設
問
題
に
ど
う

対
応
し
て
い
き
ま
す
か
。

建
設
の
際
、
で
き
る
限

り
の
建
設
コ
ス
ト
の
削

減
、
医
師
確
保
の
充
実
、
さ

ら
に
は
利
用
率
向
上
対
策
な

ど
を
今
一
度
検
討
し
て
も
ら

う
た
め
、
副
管
理
者
と
し
て

提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

AQA

QAQA

QA

QAQA

中山間整備事業の状況はどうなっていますか   石井  芳清 議員

実行委員会も組織して営農計画を策定中です　   農林水産課長

合併問題国吉病院

国
吉
病
院
建
設
に
対
す
る
町
の
対
応
は　
　

 　

中
村 

俊
六
郎 

議
員

建
設
コ
ス
ト
の
削
減
や
経
営
の
改
善
を
提
言
し
て
い
ま
す

　  

農
林
産
業

農
林
産
業

町
長 

企
画
財
政
課
長

　
　

 

保
健
福
祉
課
長
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安心で安全なまちづくり宣言に関する決議案

入
学
式
、
卒
業
式
は
誰

も
が
体
験
す
る
重
要
な

儀
式
で
す
が
、
行
政
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

入
学
式
、
卒
業
式
は
学

習
指
導
要
領
の
中
で
は

学
校
行
事
、
儀
式
的
行
事
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
各
学
校
の

実
態
に
即
し
た
工
夫
を
加
え

た
活
動
に
な
り
ま
す
。
ま
た

学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を

与
え
て
、
教
師
が
児
童
や
生

徒
と
と
も
に
学
校
独
自
の
計

画
を
立
て
て
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
正
規
の
教
育

課
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
内
容
に
つ
い
て
は
今
ま

で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
も

の
を
活
か
し
つ
つ
、
学
校
長

の
裁
量
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
教
育
委
員
会
は
介
入

し
て
い
ま
せ
ん
。

最
終
的
に
学
校
長
が
実

施
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
伝
統
や
内
容
を
協
議

で
き
る
場
が
あ
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

た
だ
い
ま
議
員
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
が
、
実

際
の
最
終
判
断
は
学
校
長
に

委
ね
た
い
と
考
え
ま
す
。
し

か
し
、
教
育
委
員
会
の
委
員

も
実
際
に
式
に
出
席
し
、
感

想
を
学
校
へ
伝
え
て
い
ま

す
。
議
員
も
教
育
委
員
会
の

委
員
に
伝
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
学
校
へ
は
伝
え
ま
す
。

た
だ
、
伝
え
る
こ
と
は
意

味
の
あ
る
こ
と
で
す
が
、
意

見
を
強
要
し
た
く
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Q

A

QA

　安全で安心して暮らせる生活環境は、町民すべての願いであり、町民生活の基盤とな

るものである。

　しかし、近年、わたしたちの身近で生命、身体、財産をおびやかす犯罪や交通事故、

また地震、集中豪雨などの大規模な自然災害の発生、さらには生活の基本である食品の

安全など様々な事件や事故が発生し、かつての安全神話は崩れ不安が増大している。

　こうした中、安心に暮らせる安全な地域社会の実現のためには、町民と事業者、行政

そして議会が話し合いのもと、一体となって、地域のふれあいと連帯の中で安全で安心

なまちづくりを形成していくことが大切である。

　私たちは ｢自らのまちは自らが守る ｣という自助の精神と地域社会が力を合わせる共

助の精神のもと、町民と行政、議会が協働した新しい時代の安心で安全なまちづくりに

総力をあげて取り組んでいくことを宣言する。

　以上決議する。

入学式や卒業式の計画はどのように決められていますか
　川城　達也 議員

学校長の裁量で工夫を加え実施されています　
教育長　教育課長

学
校
行
事

学
校
行
事

提出者　　瀧口　義雄

賛成者　　貝塚　嘉　、松　　啓二、新井　　明、川城　達也　
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　平成 16年 12 月に町農業委員会会長か

ら、イノシシなどの有害鳥獣による農作

物の被害を防ぐよう、議会宛に陳情書が

提出され、議会では、この被害は農業者

の生産意欲の減退と農業生産の低下につ

ながり、その結果、耕作放棄などの原因

につながると判断し、全員賛成で可決し、

意見書を町長へ提出しました。

　また、一般質問においても、有害鳥獣

駆除の効果について質問がありました。

追跡  その後は…

議会の声

　町では議会からの意見書を

うけて、従来実施していた事

業をさらに重点的に行うこと

としました。

　平成 17年度に実施した有害

鳥獣駆除対策事業として、電

気柵等を 70 箇所設置し、事業

費は総額約 307 万円（町等補

助額 261 万円、自己負担額 46

万円）となっています。

　また、イノシシのわなや銃器

による捕獲頭数は 20頭となっ

ています。

　平成 18年度においても同じ

く事業を実施し、農作物の被

害を防いでまいります。

　

全
国
的
に
景
気
が
良
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
の
新
聞

報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

国
や
県
、
市
町
村
は
厳
し
い

財
政
が
続
い
て
お
り
、
今
回

の
定
例
会
に
お
い
て
も
聖
域

な
き
行
政
改
革
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
も
三
月

を
も
っ
て
ひ
と
ま
ず
落
ち

着
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
全

国
的
に
は
平
成
十
一
年
に

三
、二
三
二
あ
っ
た
も
の
が
平

成
十
八
年
に
は
一
、八
二
〇
市

町
村
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
秋
頃
、
県
か
ら
合

併
に
つ
い
て
の
指
針
が
発
表

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

我
が
御
宿
町
も
冷
静
に
状
況

を
判
断
し
、
行
動
す
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。

編
集
委
員
長

瀧　

口　

義　

雄

　町議会伊藤博明議長

は現在夷隅郡町村議会

議長会会長として、地

方自治の振興発展に努

めていますが、今年３

月 20 日から県町村議

会議長会副会長として

の職務も行います。

　また１月 13 日に夷隅環境衛生組合議会

において議長に就任しました。

千葉県町村議会議長会副会長
夷隅環境衛生組合議長に就任

編

集

後

記

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
？

議会事務局アドレス　gikai@town-onjuku.jp　　　☎０４７０－６８－２５１５

次回定例会

6月 20日（火）予
定


